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委員会のうごき 

平成２１年（２００９年）８月 

「やしお市議会だより」は、新聞折り込みでお届けしています。市役所、八潮駅、お近くの公共施設などでもお受け取りになれます。 

特
別
委
員
会
関
係 

議
会
運
営
委
員
会 

建
設
水
道
常
任
委
員
会 

福
祉
環
境
常
任
委
員
会 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

八條地区の水田風景 

編 集 

後 記 
議会報編集委員会から 

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
｛
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
｝
な

ど
の
３
議
案
、補
正
予
算
関
係
で
は
、

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）
の
分
割
付
託
１
議
案
、
条
例

関
係
で
は
、
八
潮
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
２

議
案
の
あ
わ
せ
て
６
議
案
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
八
潮
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
で
は
、
意
見

と
し
て
、 

　
「
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
条
例

の
一
部
改
定
で
あ
る
が
、
昨
年
の
改

正
時
は
、
大
資
本
家
に
及
ぶ
と
い
う

こ
と
で
１
０
０
万
円
以
下
、
譲
渡
益

に
お
い
て
は
５
０
０
万
円
以
下
と
い

う
部
分
の
み
の
軽
減
税
率
だ
っ
た
が
、

２
０
１
１
年
に
は
本
則
に
戻
す
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
今
回
は
上
限
額
を

な
く
し
、
復
活
延
長
す
る
改
正
で
あ

る
。
八
潮
市
の
影
響
額
は
定
か
で
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
国
税
庁
の
調
査

に
よ
る
と
、
国
内
年
間
所
得
の
１
０

０
億
円
以
上
の
高
額
所
得
者
は
た
っ

た
１０
人
だ
が
、
そ
の
１０
人
の
所
得
は

上
場
株
式
の
配
当
や
譲
渡
益
が
約
６

分
の
５
で
あ
る
。
一
人
当
た
り
の
減

税
額
が
、１５
億
４
千
万
円
に
な
る
と
、

地
方
の
影
響
分
は
３
億
１
千
万
円
に

な
る
。
大
資
本
家
に
対
す
る
優
遇
税

制
の
復
活
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
の

よ
う
な
経
済
状
況
の
中
で
は
、
も
う

少
し
違
っ
た
地
方
税
の
改
正
が
必
要

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

か
ら
、
反
対
す
る
」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
次
に
意
見
と
し
て
、
「
税
法
の
改

正
は
、
資
本
家
へ
の
優
遇
税
制
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
昭

和
恐
慌
以
来
の
金
融
恐
慌
を
防
ご
う

と
い
う
の
が
目
的
で
あ
る
。
１
４
０

０
兆
円
あ
る
個
人
金
融
資
産
を
い
か

に
直
接
投
資
の
ほ
う
へ
振
り
向
け
る

か
。
銀
行
が
貸
し
渋
り
な
ど
と
言
っ

て
い
る
が
、
今
回
の
決
算
を
見
て
み

る
と
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
が
赤
字

で
あ
る
。
株
の
下
落
に
よ
り
、
含
み

資
産
の
減
っ
た
分
が
自
己
資
本
の
減

少
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
の
た
め
に
、

貸
し
渋
り
・
貸
し
は
が
し
が
起
き
て

い
る
訳
で
あ
る
。
そ
れ
を
排
除
す
る

た
め
に
、
個
人
金
融
資
産
を
社
債
や

株
式
投
資
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
株
価
の
下
落
を
防
ご
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
短
絡
的
に
資
本

家
を
優
遇
す
る
な
ど
と
、
一
理
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
下
支
え

す
る
資
金
が
流
入
し
な
け
れ
ば
景
気

の
浮
揚
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
す
る
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

６
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

〈
行
政
視
察
〉 

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
先

進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。 

○
４
月
２０
日
・
長
野
県
茅
野
市 

「
行
政
改
革
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」 

○
４
月
２１
日
・
長
野
県
岡
谷
市 

「
窓
口
業
務
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
）
、
補
助
金
の
サ
ン
セ
ッ

ト
方
式
に
つ
い
て
」 

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
２１
年
度
八
潮
市
上
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
所
管
事
項
の
調
査
の
た
め
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

○
中
川
新
堤
防 

          

○
南
口
駅
前
交
通
広
場 

          

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

〈
行
政
視
察
〉 

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
先

進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。 

○
５
月
１２
日
・
岐
阜
県
大
垣
市 

「
四
季
の
里
構
想
事
業
に
つ
い
て
」 

○
５
月
１３
日
・
滋
賀
県
長
浜
市 

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
景
観
条

例
に
つ
い
て
」 

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
八
潮
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
な
ど
４
議
案
の
あ
わ
せ
て
５

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
の
緊
急
地
域
雇
用
対
策
費
の

関
連
で
は
、
「
市
で
実
施
す
る
緊
急

雇
用
創
出
事
業
の
雇
用
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
」と
の
質
問
に
対
し
、

「
委
託
事
業
の
中
で
、
新
規
雇
用
者

の
募
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
へ
の
求
人
申
し
込
み
が
前

提
と
な
る
。
ま
た
、
直
接
募
集
を
行

う
際
に
も
、
埼
玉
県
の
『
彩
の
国
仕

事
発
見
シ
ス
テ
ム
』
へ
の
登
録
が
必

要
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
公
開
的

に
募
集
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

５
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

〈
行
政
視
察
〉 

　
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、
先

進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。 

○
５
月
１４
日
・
岐
阜
県
瑞
浪
市 

「
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
」 

○
５
月
１５
日
・
愛
知
県
安
城
市 

「
環
境
施
策
に
つ
い
て
」 

 

　
６
月
９
日
、
議
会
運
営
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
八
潮
市
議
会
議
員
定
数
削
減
を

求
め
る
請
願
書
」の
審
査
を
行
い
、不

採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

〈
行
政
視
察
〉 

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
先
進
市

の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

○
５
月
７
日
・
静
岡
県
牧
之
原
市 

「
議
会
活
性
化
委
員
会
（
議
員
定
数

等
）
に
つ
い
て
」 

○
５
月
８
日
・
静
岡
県
熱
海
市 

「
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
」 

　
次
の
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
各

議
題
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

■
小
中
一
貫
教
育
等
調
査
研
究
特
別

委
員
会
（
５
月
２９
日
） 

〈
議
題
〉
小
中
一
貫
教
育
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て 

■
合
併
推
進
特
別
委
員
会
（
６
月
８

日
） 

〈
議
題
〉
市
町
村
合
併
に
関
す
る
動

向
に
つ
い
て 

■
外
環
・
東
埼
玉
道
路
周
辺
対
策
特

別
委
員
会
（
６
月
１０
日
） 

〈
議
題
〉
北
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
調
査
の
報
告
に
つ
い
て 

■
八
潮
駅
周
辺
対
策
特
別
委
員
会（
６

月
１６
日
） 

〈
議
題
〉
駅
周
辺
の
整
備
状
況
に
つ

い
て 

 

　
八
潮
駅
南
口
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が
８
月

末
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。 

　
Ｔ
Ｘ
が
開
通
し
て
４
年
で
す
。
こ
の
間
、

八
潮
駅
の
乗
車
人
数
は
開
通
時
の
１
日
平

均
６
６
０
０
人
か
ら
１
万
３
４
０
０
人
に

倍
増
。
人
口
は
約
５
０
０
０
人
増
の
８
万

２
０
８
３
人
に
な
り
ま
し
た
。 

　
昭
和
４７
年
の
市
制
施
行
を
第
一
章
と
す

れ
ば
、
Ｔ
Ｘ
開
通
は
八
潮
市
の
第
二
章
の

始
ま
り
で
す
。 

　
２２
ｍ
道
路
に
枝
を
並
べ
る
ケ
ヤ
キ
は
、

度
重
な
る
風
雨
に
耐
え
て
、
若
木
か
ら
大

樹
に
育
ち
見
事
な
並
木
を
形
成
し
ま
し
た
。 

　
９
月
に
は
市
長
選
と
市
議
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
発
展
し

ゆ
く
八
潮
の
未
来
を
担
う
活
発
な
選
挙
を
と
思
い
ま
す
。

議
会
と
い
う
と
何
か
と
定
数
が
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
益
々
増
え
る
で
あ
ろ
う
新
住
民
の
議
会
参
加
を
整

え
る
環
境
づ
く
り
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
緑

か
ら
深
緑
に
育
つ
ケ
ヤ
キ
の
よ
う
に
情
熱
あ
る
議
会
で
第

二
章
の
八
潮
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

（
森
下
純
三
） 


